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巻 頭 言 

「法人理念の浸透」 

 関係者の皆様には社会福祉法人一歩一歩福祉会に対して日頃から並々ならぬ

ご支援とご理解を寄せて頂き心から感謝申し上げます。 

 今年は、6月 14 日に梅雨入りが発表されましたが、梅雨と言えば曇りか雨の日

が続き、気温が上がりにくい「梅雨寒」となることが梅雨の特徴でもありました

が、今年は梅雨明け前から強烈な日差しが続き、今年の夏は熱中症に警戒が必要

な日がいつもの年以上に長くなりそうです。皆様においては長期戦の猛暑に耐え

られるよう体力をしっかりと付け体調に十分気を付けて頂きたいと思います。 

 さて、この度 6月 18 日に本部にて理事長選定の理事会が開催されました。改め

まして私が理事長に選任され、就任することになりました。今後とも法人のさら

なる発展に向け誠心誠意尽くして参る所存です。 

 社会福祉法人の現状は、ますます厳しくなって参ります。法人の数も増加傾向

にある一方で事業内容の多様化や経営の効率化が求められてきます。特に介護事

業を主体とする法人では赤字経営の割合が高いという課題も存在します。多くの

社会福祉法人が保育、介護、障害福祉など複数の事業所を運営していますが、人

件費の高騰や介護報酬の伸び悩みなどによって経営状況が非常に厳しい状況にあ

ります。 

 このように競合法人が増え続けていく中で、厳しくなる現状を乗り越えていく

には法人の更なる強化が必要になります。それには意識の改革、法人の目標実現

を目指して職員が一丸となって同じ方向に向かって取り組むことが一番大事にな

ってきます。その為には、法人理念の浸透が必要不可欠です。法人の理念はそれ

ぞれの法人が作り上げていくものの指針となり、目的、目標の実現に向けて組織

を維持しつつ「発展・成長」させていく基本となります。また、法人が社会で果

たすべき役割や存在意義を示して社会福祉の貢献に繋げていく為にも個人の行動

指針となる価値観を定めるものでもあります。 

全職員が一歩一歩福祉会の経営・運営の最も基本となる法人の理念である「障害

者の自立（法人設立の趣旨）」「障害者の自己実現と障害者問題の啓蒙啓発」「利用

者と職員の喜びと利益の共有」「地域福祉向上に貢献」を深く理解し、日々の業

務、行動に反映させなくてはいけません。一歩一歩福祉会では、人材育成の一環

として自発的に学べる環境にも取り組み、組織の体制を強化して皆様から「頼れ

る」と言って頂ける法人を目指してこれからも精進していく所存です。今後とも

皆様方からご指導を賜りながらご理解とご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

                      

                           理事長 曽根朝男 

追伸 

6 月の定時評議員会をもって阿見伸子評議員が退任されました。法人設立当初か

ら 30 年に渡り長い間評議員として一歩一歩福祉会に多大な貢献をして頂きまし

た。法人から感謝の意を表し、心を込めて感謝状を贈呈させて頂きました。阿見

評議員からは利用者の皆様を第一に考えて今後とも頑張ってほしいとのお言葉を

頂きました。長い間本当にありがとうございました。 
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施設の種類…就労継続支援Ｂ型事業 

設置場所…〒989-3161 仙台市青葉区折立1丁目2－37 

電話番号…022－226－1441 FAX 022－226－0456   

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～〜〜 

ほら、光が見えてきた！そろそろ地上へ！ 

建物規模… 敷地面積1144.96㎡ 木造2階建て134.56㎡  木造一部鉄骨平屋建て82.89㎡ 

（職員室、第１作業場、第2作業場、相談室、車椅子トイレ、男女更衣室、駐車場等） 

利用対象者… 年齢15歳以上の知的・身体・精神障害をお持ちの方 難病対象者(応相談)                      

当施設或いは各区の障害者支援係に申し込む 

開設日数… 一週あたり5日、午前9時半から午後3時まで。夏休み3～5日間、冬休み5～6日間、春休み2日間 

利用定員… 20名 

開設の時期… 1979年1月 仙台市青葉区桜ヶ丘(借家) 開所年月日…1984年6月 仙台市青葉区折立(完成) 

職員構成… 管理者兼サービス管理責任者、支援主任、生活支援員及び職業指導員 

事業目的… 仙台もぐらの家は作業能力があるにもかかわらず心身障害者のため、一般企業や事業所に雇用されることの困難な者

を通所させ、作業活動を通して心身及び生活的な向上と自活を図り、一般社会に対して障害者問題を啓発することによ

って、社会福祉の発展に寄与することを目的とする。 

事業内容… リサイクル作業、ルート回収(新聞紙)、ウエス再梱包作業、内職作業、自主製品製作による生活作業援助指導、クリス

マス会、忘年会、新年会、夏休み前の納涼会、地域奉仕活動などを活発に行っている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

仙台もぐらの家 
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仙台もぐらの家 ひだまりコーナー 
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施設の種類…指定生活介護事業 

設置場所…〒989－3121 仙台市青葉区郷六葛岡下26－14 

電話番号…022－226－3939 FAX022－226－3968  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

さあ翔け！我ら翼をもった飛鳥たち！ 
建物規模… 敷地面積1070.17㎡鉄筋コンクリート造2階建建物延面積530㎡ 

（事務室、作業訓練室3室、応接室、相談室、医務室、多目的ホール兼食堂、車椅子トイレ、浴室等） 

利用対象者… 障害支援区分3以上の方（50歳以上は障害支援区分２以上の方） 当施設或いは各区の障害者支援係に申し込む 

開設日数… 一週あたり5日、午前9時半から午後3時半まで。夏休み3～5日間、冬休み5～6日間、春休み2日間 

利用定員… 35名 

開設の時期… 1996年4月1日  2011年10月1日生活介護事業認定 

職員構成… 施設長（サービス管理責任者）、総務課長、支援主任、生活支援員、看護師、栄養士、調理員、(嘱託医) 

 

事業目的… 利用者が生き生き過ごしながら自分の能力を最大限発揮できるように、保護者の協力のもと職員が精一杯の援助と努力

をし、日々楽しく明るい環境を提供します。 

事業内容… カシオペア班、ペガサス班、オリオン班と 3つの班に分かれています。それぞれの班によって作業内容は異なり、紙漉

き、羊毛、ビーズ、創作作業等を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがやきの杜

9:30 ～ 登所（送迎） 

10:10 ～ 朝の会（各班ごと） 

10:20 ～ 午前の活動（散歩、作業等） 

11:30 ～ 午前の活動終了、昼食準備 

11:45 ～ 昼食 

13:10 ～ 午後の活動開始（クラブ活動、カラオケ等） 

14:30 ～ 午後の活動終了、帰りの準備 

14:45 〜 帰りの会（各班ごと） 

15:30 ～ 降所（送迎） 

 

一 日 の 流 れ 

施設の詳細な情報をお求めの方は

左の「モバイルサイト」のQRコードか

らホームページに移動してください。 

施設の活動の様子はインスタグラム

にも掲載しているのでご覧ください。 
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4月はみちのく湖畔公園へお花見に行きました。 

天候が不安定な一週間でしたが無事！お花見を楽しむことが出来ました～😊 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

園外活動
５～６月は園外活動を行いました！ 

普段の生活から少し距離を置き、お出か

けを楽しみリフレッシュできました～✨ 

 

 

ひだまりコーナー 
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ポケット
 

 

 

 施設の種類…指定生活介護事業 

設置場所… 〒989-3123 仙台市青葉区錦ケ丘 9－29－59 

電話番号… 022－391－1119 FAX 022－391－1120 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

さあだしてごらん、きみのポケットから愛情、優しさ、笑顔そして真の心を 
建物規模… 敷地面積 3808.49 ㎡鉄筋コンクリート造平屋建て建物延面積 850 ㎡ 

（職員室、作業訓練室 4 室、応接室、相談室、医務室、静養室、多目的ﾎｰﾙ兼食堂、 

シャワー室、車椅子トイレ 4 室、喫茶コーナー、浴室等） 

利用対象者… 年齢 15 歳以上の知的障害者     当施設或いは各区の障害者支援係に申し込む 

開設日数… 一週あたり 5 日、午前 9 時半から午後 3 時半まで。夏休み 3～5 日間、冬休み 5～6 日間、春休み 2 日間 

利用定員… 35 名 

開設の時期… 2003 年 4 月 1 日  2011 年 10 月 1 日生活介護事業認定 

職員構成… 施設長、支援主任（サービス管理責任者）、総務主任、生活支援員、看護師、法人本部職員、運転手 

調理員、（嘱託医） 

 

事業目的… 利用者が生き生き過ごしながら自分の能力を最大限に発揮できるように、送迎事業、給食のほか、生活

支援・作業支援など利用者の個性に応じて指導・支援を行います。また、その能力が地域に生かされる

ように職業訓練活動を行い、自活に必要な姿勢と態度・技術・習慣を身につけ社会的参加を促します。

そして地域の中で地域の人々と共に生活していけるように地域交流の場を設け、その拠点としての役

割を果たします。 

 

                                          

 

日頃作業で作っている作品を少し紹介します！利用者の方達が一つ一つの作品をまごころ込め

て作成しております。来園した際は、是非ご覧ください(^^)/ 

販売も行っておりますので、商品に関してのお問い合わせは施設まで宜しくお願い致します。 

    

ポケット オリジナル作品 

ガーランド夏Ｖｅｒ 

 

オリジナルキーホルダー 

 

ビーズブレスレッド 

 

オリジナルイヤリング 

 



‐８‐ 

 



利用者コーナー（ポケット、もぐら～新入所者の紹介～） 
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 今年度、当法人にご入所されました２名の方をご紹介致します。 

遠藤匠真さんは、「かがやきの杜」から「ポケット」への異動となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠藤
えんどう

 匠
たく

真
ま

さん 

今野
こ ん の

 煌
こう

さん 

好きな歌手：ｎｉｚｉｕ
ニ ジ ュ ー

♪ 

好きな事：歌を聴くこと！ 
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研修報告 
 

ポケット 

生活支援員 齊藤 就 

 

令和６年 12 月 6 日（金）にみやぎハートフルセンターで行われた 

コミュニケーション技術・対人援助技術研修に参加してまいりました。 

 

  講義内容は「プレゼンテーション力もアップ！日本一わかりやすい論理的思考力」となっ

ており、コミュニケーションサポートオフィス代表の喜山志津香氏の講義を聞かせていただ

きました。 

 

論理的思考力と聞くと「硬い・難しそう」とイメージがあるかもしれません。しかし、実は

誰しも‘’なんとなく‘’行っていることなのです。日頃意識していないだけです。なぜならば、 

わざわざ言葉にしなくとも「そんなこと当たり前」と漠然と思っているからです。 

 

【論理的思考力・論理的に話す】とは具体的に 2 つの要素から成り立っています。 

一つは『主張』、もう一つが『理由・根拠』です。 

 

 

 

 

       《言いたいこと》 《主張を支える理由付け》 

 

 

 

 

 

 

理由付け ex） 一般常識、法律、自分の考え・感情、体験 

ですが、人それぞれ育った環境や受けてきた教育、それまでの経験は違い、考え方・感覚は

異なります。つまり「自分にとっての当たり前」が「相手にとっての当たり前」とは限りませ

ん。だから、誤解を生まない為に理解させる話し方を心掛けて行かなくてはなりません。介

護や支援過程においてもご家庭とのトラブルの原因を考えたり、広い視野で問題を捉えたり、

次に何をするべきか判断を下したりするためにも論理的思考力は重要な能力だと言えます。 

主張 根拠 

「～は、○○です」 

「○○するべきです」 

「○○は嫌だ」 

「なぜならば～」 

「どうしてかというと」 

「その理由は～」 
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◆理解される論理の立て方 

  ●話の筋道が通っている 

  例「人間いつか死ぬ」（結論）←「私は人間。よっていつか死ぬ」（根拠） 

  ●いくつかの既成事実から結論を導いている 

 例「A 社は売り上げが落ちている、従業員が多く辞めている」（根拠） 

   →「A 社は経営難に陥っているに違いない」（結論） 

  ●結論が現在の状況に合致している 

  例「インフルエンザが流行している」（結論） 

    →「インフルエンザで 20 人休んでいる、学級閉鎖もある」（根拠） 

  ●科学的データに基づいている 

の 4 点が重要である。 

 

研修を受け、コミュニケーションは誤解の連続ということも学びました。一つの話でも受け

取りかたは人それぞれであり、正確に伝えることがとても大事なのだと感じました。今後の支

援等で活かしていきたいと思いました。 
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一歩一歩福祉会後援会加入のご案内 

～市民の皆様のご理解ご協力をお願いします！～ 

 

昭和 61年 4月に発足された任意団体一歩一歩福祉会は社会福祉の発展のために寄与すること

を目的に、心身障害者の作業所「仙台もぐらの家」の運営を始め、障害者の心身の成長及び自活

的な向上を図るなど、目的達成に必要な諸事業を一丸となって進めてまいりました。この間様々

な苦労はあったものの、昭和 62年 4月には「仙台もぐらの家」が仙台市心身障害者通所援護事

業施設として認められ、平成 7年 6月 15日をもって社会福祉法人「一歩一歩福祉会」設立の認

可を取得、平成 8年 4月 1日に知的障害者更生施設（通所）「かがやきの杜」を設立、又一人で

も多くの障害者とその家族の方々が楽しく生き生きと生活していけるように平成 15年 4月には

新しい通所施設「ポケット」を開設いたしました。このように社会福祉法人一歩一歩福祉会は着

実に実績を積み重ねその信用はますます大きなものになりつつあります。 

 しかし、ご承知の通り障害者を取り巻く社会状況はいまだ満たされているとは決して言えず、

現状のままでは特別支援学校或いは特別支援学級を卒業しても行き場のない人達が増えていくこ

とになります。在宅生活を余儀なくされ一日中家に閉じこもった日々を送るのでは本人はもとよ

り家族の受ける苦しみも大きなものになってくるでしょう。新しく作業所や通所施設を作ってほ

しいと願う人達や人並みに働いてみたいという願いをかなえてきました。しかし利用者たちの将

来を考えた時保護者の皆様にとって一番大事で一番の願いは利用者たちが一生安心して暮らして

いける場所ではないでしょうか。これからの課題として親亡きあとの生活の場としてのホームを

建設していくことが一歩一歩福祉会としての重要な役割だと考えます。そのためにも数多くの市

民の理解とご協力が必要になってまいります。 

 一歩一歩福祉会後援会は会員から会費を集め、それを一歩一歩福祉会の行うすべての事業に対

して支援していくことを主目的としてつくられました。支払方法は現金か振替で一括払い或いは

何回払いでも結構です。強制はしません。脱会も自由です。 

 何卒、上述の趣旨をご理解の上、一歩一歩福祉会発展のために、一歩一歩福祉会後援会にご加

入下さいますよう宜しくお願い致します。 

 

 

一歩一歩福祉会後援会 会 長 藤川 満 

社会福祉法人一歩一歩福祉会 理事長 曽根朝男 
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一歩一歩福祉会後援会概要 
 

 

設立年月日 平成6年4月1日 

現在会員数 会費納入者・個人65名 団体法人1件 

事 務 局 仙台市青葉区錦ヶ丘9-29-59 

 

【目的】 

 社会福祉法人一歩一歩福祉会が行う諸事業に対し積極的に援助し同福祉会が経営する施設利用者

の明るい未来を築き、健やか日常生活を充実させていくことを目的とする 

 

【事業内容】 

・ 社会福祉法人一歩一歩福祉会の事業に関する経済的協力活動 

・ 社会福祉思想の普及 

・ その他 

 

【実施事業】 

・ 総会は年に1回開催し、後援会の事業計画の協議及び会員相互の意見交換を行う。 

・ 役員会は年に1回以上開催し、後援会の事業計画等の協議及び総会での協議事項の整理等を

行う。 

・ 後援会運営資金の確保のため年に1回以上の企画等を開催する。 

・ 会員相互の親睦を図るため年1回の親睦会を開催する。 

 

【会費】 

 ・ 個人会費   年会費1口 

          A会員    10,000円 

          B会員     6,000円 

          C会員     2,000円 

・ 団体法人会員 年会費1口 

                 20,000円 

 

【口座番号】    郵便口座 02280－7－7116 「一歩一歩福祉会後援会」 
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一歩一歩福祉会後援会送金者報告  

 

団 体 法 人 1口 20,000円    個 人 1口（A会員10,000円・B会員6,000円・C会員2,000円） 

 

R６年度                                                    １２月～３月 

１２月 

匿  名   希  望  様が寄付金 331,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 13,000 円を寄せる  

匿  名   希  望  様が寄付金 340,500 円を寄せる 

 

 

1月 

匿  名   希  望        様が寄付金 13,000 円を寄せる 

匿  名  希  望       様が寄付金 334,000 円を寄せる 

匿  名  希  望       様が寄付金 316,000 円を寄せる 

 

2月 

小 川  季 美 恵      様が会費（Ｂ-２）を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 13,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 338,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 301,000 円を寄せる 

 

3 月  

匿  名   希  望        様が寄付金 13,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 364,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 338,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 301,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 301,000 円を寄せる 

匿  名   希  望        様が寄付金 338,000 円を寄せる 
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一歩一歩福祉会後援会送金者報告  

 

団 体 法 人 1口 20,000円    個 人 1口（A会員10,000円・B会員6,000円・C会員2,000円） 

 

R７年度                                                     ４月～５月 

４月  

阿 部  眞 也        様が会費（Ｃ -1）を寄せる 

菊 池  大 典        様が会費（ A-1） を寄せる 

川 合  茂 男        様が会費（ A-1） を寄せる 

藤 川  満        様が会費（C-1） を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 13,000 円を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 15,000 円を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 15,000 円を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 10,000 円を寄せる 

 

5 月 

松 田  純 子        様が会費（ A-1） を寄せる 

児 玉  康 ェ門        様が会費（Ｂ -1）を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 13,000 円を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 10,000 円を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 291,000 円を寄せる 

匿 名  希 望        様が寄付金 291,000 円を寄せる 
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今回掲載分についての後援会送金者は会費が述べ７件 52,000円、寄付金23件 4,312,500円 

 

ございました。心温まるご支援に関係者一同心から感謝とお礼を申し上げます。 

 

誠に有難うございました。この支援金は一歩一歩福祉会の諸事業に有効に使わせていただく所存で 

 

おりますので、どうかよろしくお願い申し上げます。 

 

この機関誌をご覧になって一歩一歩福祉会の活動に賛同していただける方は、是非後援会に加入し 

 

て頂きたいと存じます。前頁の趣旨を読んでいただき検討していただければ幸いと存じます。 

 

 

※3月7日、後援会費以外に中林 稔晴様より、仙台もぐらの家に200,000円のご寄付を頂きまし

た。ありがとうございました。 

 

 

 

※今回から振込用紙は同封していない為、以下の口座番号にお振込み頂くか、各事業

所に直接持ってきて頂いても差し支えありません。よろしくお願い致します。 

 

 

《会費》 

☆ 個人年会費1口 Ａ会費10,000円・Ｂ会費6,000円・Ｃ会費2,000円 

☆ 団体法人年会費1口20,000円 

《振込先》 

☆ 郵便口座02280-7-7116 一歩一歩福祉会後援会 

後援会事務局 〒989-3123仙台市青葉区錦ケ丘9－29－59 
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さあいっぽいっぽとかくじつにまえへすすむんだ 

つまずいたっていい 

よそみしてもかまわない 

ないてもわらってもいいんだよいろんなことあるんだから 

いっぽいっぽ 

そのなかにはたのしいことうれしいことかなしいこと 

いっぱいあるよね 

でもたすけるほうもたすけられるほうも 

にんげんとしてもってるものはおなじなんだ 

 



縁日コーナー 

ヨーヨー釣り 

キャラクターすくい 

射的 

ここに文字を入力 

 

 

～ 

編 

集 

後 

記 

～ 
 
 

   
 

盛
夏
の
候 
皆
様
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
今
回
の
機
関
誌
九
十
四
号
で
は
理
事
長
の

お
言
葉
を
始
め
、
も
ぐ
ら
の
家
・
か
が
や
き
の
杜
・

ポ
ケ
ッ
ト
の
活
動
・
研
修
報
告
な
ど
を
掲
載
致
し
ま

し
た
が
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

ポ
ケ
ッ
ト
で
は
数
年
ぶ
り
に
地
域
の
方
を
招
い
て

夏
祭
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

お
越
し
い
た
だ
け
る
の
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
に
楽
し
ん
で
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
誌
面
作

り
を
目
標
に
、
編
集
委
員
一
同
今
後
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
指
導
御
鞭
撻

の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

最
後
に
機
関
誌
執
筆
等
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆

様
、
そ
し
て
も
ぐ
ら
の
家
、
か
が
や
き
の
杜
、
ポ
ケ
ッ

ト
を
日
頃
よ
り
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
後

援
会
・
関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

（
機
関
誌
編
集
委
員
会
） 
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キッチンカー来ます♪ 

～サニーズ～ 

(クレープ) 

～鶏達～ 

(焼き鳥各種・唐揚げ) 

～Ｈaru～ 

(ワッフル・フライドポテト) 

『ひろせすずめっ子』さんが 

ポケットに来ます(^^♪ 

オープニングで 

すずめ踊りを披露していただきます。 

そして東北大学の 

『クロースアップマジック同好会』 

の方も来ていただき 

マジックを披露していただきます。 

お楽しみに  

《縁日コーナー》 

ヨーヨー釣り 

キャラクターすくい 

宝石すくい 

射的 

プラバン体験 

ポケットの

作品販売も

あります☆ 

皆さんのお越しを 

お待ちしております(^^)/ 

家族やお友達同士を誘って

ぜひ来てください(^O^) 

 

※駐車場はポケット、またはポケット隣の仙台市天文台様をご利用ください。 

駐車台数には限りがございますので、お車に乗り合わせの上お越しいただくか公共交通機関でおこしください。 

(雨天決行) 
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